
医薬品の適正販売により、市販薬の濫用を防止しましょう！

薬剤師・登録販売者の皆さま

・エフェドリン ・コデイン ・ジヒドロコデイン
・ブロモバレリル尿素 ・プソイドエフェドリン ・メチルエフェドリン

若年者が購入しようとする場合は、氏名及び年齢
他の薬局、店舗等での濫用等のおそれのある医薬品の購入状況
適正使用のために必要な数量（原則として１包装単位）
を超えて購入しようとする場合は、その理由

以下に掲げるもの、その水和物及びそれら塩類を有効成分として含有する製剤

濫用のおそれのある医薬品

濫用のおそれのある医薬品の販売時の確認事項

※薬機法施行規則第15条の２、第147条の３

※「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行規則第十五条の二の規定に基づき濫用等
のおそれのあるものとして厚生労働大臣が指定する医薬品」の改正について（令和５年２月８日付薬生発0208第１号）

大阪府健康医療部生活衛生室薬務課

https://www.pref.osaka.lg.jp/o090110/koseishonen/osaka_sns/soudan.html

子ども向け相談先
大阪府ホームページ（大阪府福祉部子ども家庭局子ども青少年課）

お困りの方に気づいたら、相談窓口をご紹介ください

http://kokoro-osaka.jp/jisatsuboushir4/heartsupportpj01.html

大阪こころナビ

●生きるのがつらいと感じるなどの様々なこころの悩み
の相談窓口の情報を提供しています。

担当：大阪府健康医療部保健医療室地域保健課

LINEなどのSNSでも
相談できます

大阪府 悩みの相談窓口一覧さまざまな悩みに応じた相談窓口の情報はコチラ

https://www.pref.osaka.lg.jp/o090110/koseishonen/osaka_sns/soudan.html
http://kokoro-osaka.jp/jisatsuboushir4/heartsupportpj01.html
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市販薬の濫用の実態を知ろう！
市販薬の濫用経験者数は

と推計されています
約 65万人
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最も多いのは
無水カフェイン

メチルエフェドリン

クロルフェニラミン
マレイン酸塩等

ジヒドロテコデイン
リン酸塩等

ジフェンヒドラミン
塩酸塩等

アセトアミノフェン

イブプロフェン

デキストロメトルファン
臭化水素酸塩水和物・
アスピリン

ブロモバレリル尿素・
ジプロフィリン

どのような中毒症状がでるの？実際に、濫用に使用されているのは？

※令和５年度薬物乱用・依存状況の実態把握のための全国調査と近年の動向を踏まえた大麻等の乱用に関する研究・薬物使用に関する全国住民調査（2023 年）

使用されているのは指定成分だけではありません！
店舗で該当する製品を確認してください！

⚫ 濫用に使用する市販薬の入手先は、実店舗が最も多い。
⚫ お酒が買えないので市販薬を購入した等、手に入れにくい他の物の代用として

市販薬が濫用されているといった声もある。

救急搬送後、入院や集中治療室での
治療を要した事例が多く、一部では残遺
症状も確認されている

救急搬送された事例から 救急医療における薬物関連中毒症例に関する実態調査：一般用医薬品を中心に（2022年）

自殺・自傷
74％

そのほかの目的 31%
・気分をあげたい
・元気をだしたい
・嫌なことを忘れたかった
・楽になりたかった
・過量服用したくなる

自傷の中には、
特に死にたいというわけではないが

「いなくなってしまいたい」
「自分を罰したい、傷つけたい」

といった意見も含まれていた

医薬品を販売する皆様の対策が、濫用の防止につながります！

どうして、過量服用するの？

：濫用のおそれがある医薬品として指定されている成分


